
七
、
【
塚
の
伝
説 

　
　
　

御
太
刀
塚
縁
起
】

　

『
大
月
駅
北
側
の
地
（
御

太
刀
二
丁
目
興
和
コ
ン
ク
リ
ー

ト
跡
地
か
ら
大
月
三
丁
目
跨

線
橋
辺
は
、
足
下
を
桂
川
の

激
流
が
絶
壁
で
奔
流
し
、
地

盤
は
、
い
わ
ゆ
る
猿
橋
熔
岩

流
（
約
一
万
年
前
に
生
成
）

の
上
に
黒
土
と
ロ
ー
ム
層
が

あ
り
、
（
火
山
灰
腐
植
土
の

混
じ
っ
た
も
の
）
磲
層
は
な

い
が
、
所
々
に
熔
岩
の
路
頭

が
見
ら
れ
る
平
坦
地
で
、
古

来
こ
の
地
を
御
太
刀
原
と
呼

ん
で
い
る
。
（
註
、
こ
の
畑

地
か
ら
弥
生
式
及
び
祝
部
の

土
器
破
片
が
出
土
し
て
い
る

が
約
二
千
前
の
生
活
用
具
の

破
片
で
あ
る
た
め
、
こ
こ
で

生
活
が
営
ま
れ
た
の
か
？
他

か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
の
か
は

定
か
で
な
い
。
）

　

ま
た
こ
の
原
に
は
古
来
よ

り
、
幾
個
か
の
古
塚
が
存
在

し
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
三

本
の
宝
刀
が
埋
め
ら
れ
て
い

る
と
云
う
伝
説
が
あ
り
、
誰

云
う
と
な
く
「
朝
日
さ
し
夕

陽
輝
く
山
の
根
に
、
七
つ
の

塚
に
三
の
御
堂
」
と
云
う
歌

が
残
っ
て
い
る
。
』
（
昭
和

六
年
郷
土
の
史
跡
・
北
都
留

連
合
教
育
会
）

　

こ
の
こ
と
は
、
更
に
甲
斐

国
志
に
よ
る
と
、
『
駒
橋
駅

（
人
、
荷
物
を
運
ぶ
施
設
の

あ
る
宿
泊
も
出
来
る
街
道
沿

い
の
集
落
）
の
西
北
、
川
窪

と
云
う
地
に
、
古
墳
五
基
あ

り
相
並
び
て
あ
り
、
何
人
の

墳
墓
な
る
こ
と
も
知
ら
ず
、

そ
の
中
に
一
基
奇
な
る
墳
あ

り
、
冬
日
は
皆
雪
に
埋
ま
る

と
も
、
こ
の
一
基
の
み
大
雪

に
埋
も
る
こ
と
な
く
、
顔
見

ゆ
、
い
か
が
な
る
こ
と
か
測

り
が
た
し
。
』
と
あ
る
。
こ

の
川
窪
と
は
、
大
月
三
丁
目

の
浅
利
橋
手
前
の
窪
地
を
称

す
る
の
で
、
直
接
御
太
刀
塚

と
関
係
な
い
が
、
多
く
の
墳

墓
や
塚
が
御
太
刀
原
を
中
心

と
す
る
こ
の
辺
一
帯
に
存
在

し
た
事
は
明
ら
か
で
あ
る
。

註
『
と
こ
ろ
で
御
太
刀
原
を

御
立
原
と
記
す
記
録
も
あ

る
。
』

　

大
正
十
三
年
刊
行
の
北
都

留
郡
誌
に
よ
る
と
、
駒
橋
字

御
太
刀
原
よ
り
分
岐
、
賑
岡

村
浅
利
境
に
至
る
（
村
道
広

里
賑
岡
線
）
と
あ
る
。
ま
た
、

大
月
市
の
地
籍
図
に
も
字
名

と
し
て
南
よ
り
宮
原
、
大
原
、

御
立
原
、
駒
門
な
ど
が
御
太

刀
区
に
属
し
て
い
る
。

　

古
代
に
こ
の
地
が
開
拓
さ

れ
て
人
々
の
生
活
が
始
ま
る

の
は
、
奈
良
時
代
か
ら
平
安

の
初
期
で
あ
る
が
、
大
き
な

集
落
と
し
て
で
は
な
く
、
飲

み
水
の
得
ら
れ
る
所
に
住
み

つ
い
た
人
々
か
？
周
辺
の
集

落
か
ら
の
出
作
り
地
と
し
て

開
か
れ
て
行
っ
た
だ
ろ
う
が
、

荘
園
制
の
進
展
と
と
も
に
、

大
和
朝
廷
の
勢
力
圏
に
組
み

入
れ
ら
れ
な
が
ら
、
初
狩
、

花
咲
な
ど
と
と
も
に
、
大
月
、

御
太
刀
等
の
地
は
加
美
郷

（
桂
川
の
上
）
に
対
し
て
征

茂
郷
（
下
郷
の
意
）
と
称
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
（
大

日
本
地
名
辞
書
）

　

中
世
（
以
下
大
月
市
史
よ

り
）
頼
朝
が
鎌
倉
に
幕
府
を

開
い
た
頃
（
一
一
九
二
年
）

小
山
田
五
郎
行
重
が
、
田
原

郷
を
受
領
し
、
こ
の
地
方
に

勢
力
を
伸
ば
す
か
に
見
え
た

が
、
古
郡
郷
（
上
野
原
付

近
）
の
古
郡
正
重
の
方
が
、

発
展
的
で
大
月
付
近
ま
で
そ

の
支
配
下
に
治
め
て
し
ま
っ

た
。

　

こ
の
古
郡
氏
が
和
田
義
盛

の
乱
に
組
し
て
、
北
条
氏
の

た
め
に
亡
ぼ
さ
れ
て
し
ま
っ

た
の
で
、
そ
の
領
地
の
波
加

利
本
荘
（
初
狩
）
は
、
武
田

信
光
に
、
波
加
利
の
荘　

（
大
月
の
地
）
は
、
薩
摩
の

嶋
津
左
衛
門
尉
忠
久
に
与
え

ら
れ
た
。

　

一
四
一
六
年
（
応
永
二
三

年
）
室
町
時
代
の
初
め
、
上

杉
氏
憲
（
禅
秀
）
の
乱
に
組

し
た
小
山
田
氏
が
猿
橋
岩
殿

に
戦
っ
て
敗
れ
、
翌
年
に
は

反
幕
府
の
甲
斐
の
国
人
一
揆

（
地
方
の
郷
士
中
心
の
武
装

集
団
で
反
体
制
勢
力
）
を
討

伐
の
た
め
、
足
利
持
氏
ら
が

攻
め
入
り
、
鳥
沢
、
猿
橋
、

大
月
の
地
で
激
戦
が
行
わ
れ

た
が
、
遂
に
幕
府
の
軍
門
に

降
っ
た
。

　

永
正
一
七
年
（
一
五
二
〇

年
）
よ
り
、
武
田
信
虎
の
代

に
な
り
、
郡
内
の
勇　

小
山

田
氏
を
征
す
べ
く
度
々
進
攻

し
、
戦
い
も
各
所
で
行
わ
れ
、

遂
に
そ
の
支
配
下
に
組
み
入

れ
ら
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
大
永
二
年
（
一
五

二
四
年
）
信
虎
が
関
東
官
領

上
杉
憲
房
と
組
ん
で
、
小
田

原
の
北
条
氏
綱
と
戦
う
こ
と

と
な
り
、
一
万
八
千
の
大
軍

を
率
い
て
猿
橋
に
陣
し
た
。

こ
の
時
に
は
、
直
接
戦
場
に

な
ら
な
か
っ
た
が
、
労
役
、

徴
発
、
宿
舎
な
ど
の
大
き
な

影
響
を
受
け
て
い
る
。

　

岩
殿
橋
が
架
け
ら
れ
た

（
強
瀬
か
？
扇
橋
か
？
）
の

も
こ
の
時
で
あ
る
。
（
扇
橋

は
廃
橋
）

　

こ
れ
ら
の
戦
争
に
お
け
る

死
者
は
相
当
な
も
の
で
、
そ

れ
ら
戦
死
者
の
多
く
は
土
地

住
民
の
奉
仕
の
手
に
よ
っ
て

葬
ら
れ
供
養
さ
れ
た
の
が
塚

と
な
り
、
墳
丘
と
な
っ
て

残
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

御
太
刀
塚
も
そ
の
戦
い
の
名

残
か
！

　

『
こ
の
付
近
は
平
安
時
代

の
末
期
か
ら
皇
室
の
御
料
林

と
し
て
管
理
さ
れ
、
木
の
立

つ
原
と
い
う
の
で
御
立
原
と

呼
ば
れ
、
駒
橋
村
御
立
原
か

ら
広
里
村
駒
橋
字
御
立
原
と

し
て
引
き
継
が
れ
て
き
た
。

昭
和
八
年
大
月
町
制
施
行
を

機
に
行
政
区
が
改
め
ら
れ
、

駒
橋
区
か
ら
独
立
、
御
太
刀

区
と
呼
称
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。

　

こ
の
塚
か
ら
そ
の
北
の
扇

橋
周
辺
に
か
け
て
幾
つ
か
の

古
墳
や
墓
碑
が
あ
っ
た
こ
と

は
甲
斐
国
志
に
も
記
さ
れ
る
。

昭
和
初
期
、
興
和
産
業
の
工

場
創
設
の
造
成
に
よ
っ
て
そ

れ
ら
が
破
壊
さ
れ
多
く
の
遺

物
が
掘
出
さ
れ
た
と
い
う
。

そ
の
中
で
も
両
刃
の
直
刀
一

振
が
注
目
さ
れ
た
。
地
区
創

設
と
時
期
的
に
も
重
な
り
、

御
立
ち
の
立
ち
を
太
刀
と
か

え
て
御
太
刀
区
が
誕
生
し
た
。

こ
の
太
刀
は
扇
橋
詰
め
の
祠

に
祀
っ
て
い
た
が
、
後
に
こ

の
塚
を
建
て
て
祀
っ
た
と
い

わ
れ
る
。
」

　

塚
の
位
置
は
、
県

道
高
月
線
沿
い
、
旧

興
和
コ
ン
ク
リ
ー
ト

内
に
あ
り
、
毎
年
五

月
に
御
太
刀
区
に
よ

り
、
古
戦
場
で
の
戦

死
者
の
慰
霊
供
養
の

法
要
が
執
行
さ
れ
て

い
る
。

　

余
談

「
遠
く
鎌
倉
時
代
に
、

今
の
大
月
の
中
心
地
が
、

薩
摩
の
嶋
津
氏
の
領
地

で
あ
っ
た
な
ど
、
思
考

に
苦
し
む
が
、
頼
朝
と

の
因
縁
は
深
く
、
伝
説

の
中
に
も
、
頼
朝
の
存

在
す
る
話
が
多
い
。

　

嶋
津
忠
久
と
、
頼
朝

に
つ
い
て
は
、
姓
氏
家
系
総

覧
第
二
巻
に
よ
る
と
、
嶋
津

氏
は
日
向
、
薩
摩
「
泰
氏
族
、

惟
宗
氏
流
」
日
向
諸
縣
郡
嶋

津
荘
の
下
司
職
よ
り
起
こ
る
。

こ
の
荘
は
頼
通
よ
り
始
ま
り
、

代
々
近
衛
家
領
で
薩
日
隅
三

州
に
ま
た
が
る
。
鎌
倉
幕
府

の
初
め
、
惟
宗
廣
言
の
子
忠

久
が
下
司
職
と
な
り
、
三
州

の
守
護
に
任
ぜ
ら
れ
、
子
孫

が
栄
え
た
。
嶋
津
氏
が
そ
れ

で
あ
る
。
こ
の
忠
久
を
嶋
津

系
図
で
は
頼
朝
の
庶
子
と
し

て
い
る
。
家
伝
日
、
比
企
判

官
能
員
の
妹
丹
後
局
、
右
大

将
頼
朝
に
仕
え
、
寵
愛
他
と

異
な
り
、
妊
時
、
北
條
政
子

の
嫉
妬
を
恐
れ
、
上
方
に
忍

往
、
途
次
道
に
迷
い
宿
も
な

く
臨
産
、
子
は
忠
久
他
」
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